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毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
季

節
や
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
本

を
展
示
・
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
は
、
１
日
の
「
犬
の

日
」、
22
日
の
「
ペ
ッ
ト
た
ち
に

感
謝
す
る
日
」
な
ど
、動
物
や

ペ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
記
念
日
が

多
く
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
？
　
家
族
の
一
員
と
し
て
暮

ら
す
ペ
ッ
ト
と
の
関
係
を
見
つ

め
る
本
を
展
示
・
貸
出
い
た
し

ま
す
。

休
館
日
の
お
し
ら
せ

＊
11
月
10
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
11
月
14
日（
金
）

　
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　
11
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
勤
労
感
謝
の
日

　
11
月
24
日（
月
）振
替
休
日

　
祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　
11
月
29
日（
土
）

　
自
衛
隊
音
楽
会
の
た
め
休
館

　
し
ま
す
。

【
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
】

・「
使
い
切
る
」ソ
ー
イ
ン
グ
と
暮

ら
し
 

（
美
濃
羽
ま
ゆ
み
）

・
鳥
た
ち
が
彩
る
日
本
史

 

（
大
橋
弘
一
）

・
い
っ
た
気
に
な
る
！
す
ご
い
名

城
 

（
小
和
田
哲
男 
監
修
）

・
会
話
の
0・2
秒
を
言
語
学
す

る
 

（
水
野
太
貴
）

・
百
年
の
時
効
 
（
伏
尾
美
紀
）

・
茨
鬼
 

（
吉
森
大
祐
）

・
思
ひ
出
の
記
 
（
小
泉
節
子
）

・
涙
の
箱
 

（
ハ
ン・ガ
ン
）

・
空
を
と
び
た
い
ル
ー
カ
ス
と
世

界
で
い
ち
ば
ん
た
か
い
本
の
山

 

（
ロ
シ
オ・ボ
ニ
ー
ジ
ャ
）

・
見
つ
け
た
ら
神
！
す
ご
レ
ア
虫

図
鑑
 
（
篠
原
か
を
り 

監
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他

【
蔵
書
点
検
に
よ
る
臨
時
休
館

に
つ
い
て
】

　11
月
10
日（
月
）〜
11
月
14
日

（
金
）ま
で
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。
新
聞
の
当
日
号

の
み
玄
関
ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
本
の
返
却
は「
本
の
返

却
口
」か
ら
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　「
蔵
書
点
検
」は
、
図
書
館
で
所

蔵
し
て
い
る
資
料
の
所
在
状
況
が

一
致
す
る
か
を
確
か
め
る
作
業
で

す
。
す
べ
て
の
資
料
を
棚
か
ら
１

点
ず
つ
出
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

点
検
し
ま
す
。
ま
た
本
の
修
理
や

入
れ
替
え
作
業
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
休
館
中
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより
開館時間は午前９時〜午後７時です。 
★1人5冊まで、10日間貸出しております。 

★貸し出しの際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　
村
立
図
書
館
で
は
、
北
秋
田
市
の
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
」
さ

ん
に
よ
る
音
声
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
を
貸
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
北
鹿
新
聞
な
ど
の
記
事
か

ら
地
元
の
身
近
な
話
題
を
抜
粋
し
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
目
の
不
自
由
な
方
だ
け

で
な
く
、
活
字
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
、

新
聞
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

方
、
音
声
で
新
聞
記
事
を
聞
い
て
み
た
い

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
が
可
能
で

す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
よ
る

音
声
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
を
貸
出
し
て

い
ま
す
！

■
日
　
時
　
12
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
　
所
　
コ
ア
ニ
テ
ィ
ー

■
12
月
の
内
容 

（
基
本
編
）Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
（
お
近
く

の
方
と
遠
方
の
方
）

（
応
用
編
）電
子
マ
ネ
ー
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

な
ど
）
の
基
礎
知
識

■
持
ち
物
　
自
分
の
ス
マ
ホ

■
定
　
員
　
６
名（
参
加
料
は
無
料
）

■
講
　
師
　
折
笠
昭
宏
氏（
長
信
田
）

■
申
込
締
切
　
11
月
28
日（
金
）

●
申
込
先（
講
師
直
通
）

　
☎
０
９
０（
９
１
４
７
）３
７
７
７

※

パ
ソ
コ
ン
を
学
び
た
い
方
は
要
相
談
。

■
日
　時
　12
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
場
　
所
　
コ
ア
ニ
テ
ィ
ー

■
内
　
容  

　
初
心
者
向
け
の
英
会
話
講
座
で
す
。  

■
定
　
員
　
10
名

■
参
加
料
　
無
料

■
講
　
師

　
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
先
生

　（
小
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

■
申
込
締
切
　
12
月
10
日（
水
）

ス
マ
ホ・パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も

相
談
会（
月
１
回
の
定
期
講
座
）

英
会
話
講
座

　
　
　
（
月
１
回
の
定
期
講
座
）

　
今
年
で
第
39
回
と
な
る
全
村
綱
引
大
会

を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
小
中

学
生
と
一
般
混
合
の
２
種
目
の
予
定
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
で
お
誘
い
あ
っ
て
、
会

場
で
熱
戦
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
！

■
日
時
　

　
11
月
21
日（
金
）

　
　
開
会
式
　
午
後
６
時
45
分

■
場
所

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
種
目

　
一
般
混
合
（
男
３
名
、
女
３
名
）

　
小
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
（
男
女
合
わ
せ
て
６
名
）

　
村
太
鼓
グ
ル
ー
プ
鼓
響
を
含
む
県
内
10

団
体
が
出
演
し
ま
す
。

　
身
体
に
響
く
大
迫
力
の
演
奏
を
ぜ
ひ
ご

体
感
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　

　
12
月
７
日（
日
）

■
時
間
　

　
午
後
１
時
〜

■
場
所

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
出
演
者

　
鼓
響
（
上
小
阿
仁
村
）

　
彌
高
太
鼓
の
会
（
秋
田
市
）

　
能
代
べ
ら
ぼ
う
太
鼓
（
能
代
市
）

　
や
ま
ば
と
太
鼓
（
秋
田
市
）

　
和
太
鼓
集
団
　
Ｅ
Ｎ
（
秋
田
市
）

　
和
太
鼓
　
髙
橋
組
（
横
手
市
）

　
羽
川
剣
ば
や
し
保
存
会
　
下
浜
太
鼓

　
（
秋
田
市
）

　
い
ず
み
太
鼓
の
会
（
秋
田
市
）

　
鷹
巣
ば
や
し
普
及
会
（
北
秋
田
市
）

　
呑
朗
志
（
の
ろ
し
）
（
秋
田
市
）

■
ゲ
ス
ト
出
演

　
ス
マ
イ
ル
太
鼓
講
座

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

※
折
込
チ
ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

か
み
こ
あ
に

太
鼓
フ
ェ
ス
2
0
2
5

　
　
　
出
演
団
体
決
定
!!

　
10
月
13
日
、
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
「
秋
の

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
村
内
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ほ
か
、
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会

協
力
の
も
と
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
モ
ル
ッ
ク
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
の
連
続
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

第
39
回
全
村
綱
引
大
会

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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ア
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鑑
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を
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修
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他
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点
検
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休
館
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　11
月
10
日（
月
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11
月
14
日

（
金
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で
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。
新
聞
の
当
日
号

の
み
玄
関
ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
本
の
返
却
は「
本
の
返

却
口
」か
ら
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　「
蔵
書
点
検
」は
、
図
書
館
で
所

蔵
し
て
い
る
資
料
の
所
在
状
況
が

一
致
す
る
か
を
確
か
め
る
作
業
で

す
。
す
べ
て
の
資
料
を
棚
か
ら
１

点
ず
つ
出
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

点
検
し
ま
す
。
ま
た
本
の
修
理
や

入
れ
替
え
作
業
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
休
館
中
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
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お

願
い
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た
し
ま
す
。

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより
開館時間は午前９時〜午後７時です。 
★1人5冊まで、10日間貸出しております。 

★貸し出しの際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　
村
立
図
書
館
で
は
、
北
秋
田
市
の
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
」
さ

ん
に
よ
る
音
声
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
を
貸
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
北
鹿
新
聞
な
ど
の
記
事
か

ら
地
元
の
身
近
な
話
題
を
抜
粋
し
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
目
の
不
自
由
な
方
だ
け

で
な
く
、
活
字
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
、

新
聞
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

方
、
音
声
で
新
聞
記
事
を
聞
い
て
み
た
い

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
が
可
能
で

す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
よ
る

音
声
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
を
貸
出
し
て

い
ま
す
！

■
日
　
時
　
12
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
　
所
　
コ
ア
ニ
テ
ィ
ー

■
12
月
の
内
容 

（
基
本
編
）Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
（
お
近
く

の
方
と
遠
方
の
方
）

（
応
用
編
）電
子
マ
ネ
ー
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

な
ど
）
の
基
礎
知
識

■
持
ち
物
　
自
分
の
ス
マ
ホ

■
定
　
員
　
６
名（
参
加
料
は
無
料
）

■
講
　
師
　
折
笠
昭
宏
氏（
長
信
田
）

■
申
込
締
切
　
11
月
28
日（
金
）

●
申
込
先（
講
師
直
通
）

　
☎
０
９
０（
９
１
４
７
）３
７
７
７

※

パ
ソ
コ
ン
を
学
び
た
い
方
は
要
相
談
。

■
日
　時
　12
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
場
　
所
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ア
ニ
テ
ィ
ー

■
内
　
容  

　
初
心
者
向
け
の
英
会
話
講
座
で
す
。  

■
定
　
員
　
10
名

■
参
加
料
　
無
料

■
講
　
師

　
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
先
生

　（
小
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

■
申
込
締
切
　
12
月
10
日（
水
）

ス
マ
ホ・パ
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ン
な
ん
で
も
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会（
月
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の
定
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講
座
）

英
会
話
講
座

　
　
　
（
月
１
回
の
定
期
講
座
）

　
今
年
で
第
39
回
と
な
る
全
村
綱
引
大
会

を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
小
中

学
生
と
一
般
混
合
の
２
種
目
の
予
定
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
で
お
誘
い
あ
っ
て
、
会

場
で
熱
戦
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
！

■
日
時
　

　
11
月
21
日（
金
）

　
　
開
会
式
　
午
後
６
時
45
分

■
場
所

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
種
目

　
一
般
混
合
（
男
３
名
、
女
３
名
）

　
小
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
（
男
女
合
わ
せ
て
６
名
）

　
村
太
鼓
グ
ル
ー
プ
鼓
響
を
含
む
県
内
10

団
体
が
出
演
し
ま
す
。

　
身
体
に
響
く
大
迫
力
の
演
奏
を
ぜ
ひ
ご

体
感
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　

　
12
月
７
日（
日
）

■
時
間
　

　
午
後
１
時
〜

■
場
所

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
出
演
者

　
鼓
響
（
上
小
阿
仁
村
）

　
彌
高
太
鼓
の
会
（
秋
田
市
）

　
能
代
べ
ら
ぼ
う
太
鼓
（
能
代
市
）

　
や
ま
ば
と
太
鼓
（
秋
田
市
）

　
和
太
鼓
集
団
　
Ｅ
Ｎ
（
秋
田
市
）

　
和
太
鼓
　
髙
橋
組
（
横
手
市
）

　
羽
川
剣
ば
や
し
保
存
会
　
下
浜
太
鼓

　
（
秋
田
市
）

　
い
ず
み
太
鼓
の
会
（
秋
田
市
）

　
鷹
巣
ば
や
し
普
及
会
（
北
秋
田
市
）

　
呑
朗
志
（
の
ろ
し
）
（
秋
田
市
）

■
ゲ
ス
ト
出
演

　
ス
マ
イ
ル
太
鼓
講
座

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

※
折
込
チ
ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

か
み
こ
あ
に

太
鼓
フ
ェ
ス
2
0
2
5

　
　
　
出
演
団
体
決
定
!!

　
10
月
13
日
、
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
「
秋
の

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
村
内
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ほ
か
、
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会

協
力
の
も
と
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
モ
ル
ッ
ク
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
の
連
続
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

第
39
回
全
村
綱
引
大
会

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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地域おこし協力隊日誌日誌
【前回、高校生活の途中までお話しました】
　高校生活自体はさほど波乱もなく、そろばんや簿記、英語や商業経済などの検
定が毎週のようにある、本当に地獄のような苦い思い出が残っているくらいで
しょうか。そんな中、先輩の卒業式の練習で校歌を歌う際、ただでさえ少ない男
子生徒たちがまったく声を出さないので、見かねた音痴の私は、まわりの目など
気にせず一人だけ大声で歌い、なかなか終わらずにいた練習を、力業で終わらせ
たのでした。
　放課後、音楽の先生に呼び出され、てっきり怒られるのかと思いきや、先生は半笑いを浮かべた
顔で、感謝の言葉を伝えてくれました。そして、３年生になると、進路の話が出てきます。
　なんだかんだで、数少ない男子の中での成績は１番か２番だったので、推薦での進学や、就職を
するにも、希望する進路を選べるという優先権はありました。
　しかし、進学を選んだとしても、『大学に入れる』だけで卒業はできないだろうと思い、就職を選
ぶことになるのですが、当時、世間は不況の真っ只中。
　通常、高校の場合、企業から求人が来るのですが、男子の求人が本当に少なく、希望した事務の
仕事は皆無でした。
　東京電力や東京ガスといった有名どころの求人もありましたがメーターの検針業務ということで、
それよりはと考え、某大手運送会社の航空便部門のドライバーとして就職しました。
　さて。私はなんのために商業高校に行ったのでしょうか・・・。
　次回、『初心者ドライバーの社会人編』に続きます。
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岸編

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は「
年
金

の
日
」で
す
！

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
「
国
民
お
一
人

お
一
人
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
ご

自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を
確

認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定

し
た
上
で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
鷹
巣
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

　https://www.nen
　kin.go.jp/n_net/

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
☎（
62
）１
４
９
０

会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
国
民
年

金
の
届
出
が
必
要
で
す
！

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

　
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
で

き
る
書
類
）

・
離
職
票
等
（
離
職
日
を
確
認
で
き
る
書

類
）

■
保
険
料
額

　
国
民
年
金
保
険
料（
定
額
）は
、

　
月
額
１
７
，５
１
０
円（
令
和
７
年
度
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
ク
マ

に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
人
身

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
集
落
で
の
事
故
対
策

・
生
ご
み
や
廃
棄
作
物
、
米
ぬ
か
、
家
畜

飼
料
な
ど
、
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
屋

外
に
放
置
し
な
い

・
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
作
付
け
し
て
い

る
農
地
は
電
気
柵
で
囲
い
、
ク
マ
に
食

べ
さ
せ
な
い
・
集
落
に
通
わ
せ
な
い

・
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
の
農
作
業
や
散

歩
を
す
る
際
は
、
音
を
立
て
て
ク
マ
と

の
鉢
合
わ
せ
を
避
け
る

・
農
地
や
家
の
周
囲
の
や
ぶ
は
刈
払
い
、

見
通
し
を
よ
く
す
る

・
集
落
周
辺
で
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

は
、
地
域
で
情
報
を
共
有
す
る

■
山
で
の
事
故
対
策

・
入
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域
に
は
入

ら
な
い

・
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
で
行
動
す
る

・
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
村
有
財
産
「
村
営
住
宅
野
中
団
地
２
–

14
号
（
土
地
含
む
）」
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
払
い
を

行
い
ま
す
。

■
売
却
物
件

・
建
物（
木
造
平
屋 

61
・
97
㎡
）平
成
元

年
度
建
築

・
土
地
　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
８

（
３
０
１
・
32
㎡
）

※

現
状
で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。（
屋

根
の
破
損
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
）

■
最
低
売
却
価
格

　
62
万
３
７
３
２
円

■
入
札
参
加
資
格

　
村
に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
村
に
本

支
店
を
有
し
、
村
に
住
所
を
有
す
る
者
が

代
表
を
務
め
て
い
る
事
業
者
、
村
税
等
及

び
公
法
上
の
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
。※

上
小
阿
仁
村
村
有
財
産
公
売

要
領
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
10
月
10
日（
金
）〜
11
月
28
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く
）

■
入
札
予
定
日

　
12
月
１
日（
月
）午
前
10
時

■
入
札
会
場

　
役
場
２
階
大
会
議
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

※

詳
し
く
は
建
設
課
窓
口
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て

い
る
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
12
月
４
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

　
１
階
宿
泊
研
修
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
水
抜
き
栓
（
氷
止
め
）
の
操
作
不
良
に

よ
る
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
は
「
あ
け
る
・
し
め
る
」
で

操
作
し
ま
す
。

　
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
水

抜
き
栓
を
最
後
ま
で
回
し
切
ら
ず
に
中
途

半
端
な
状
態
で
半
開
き
に
し
て
い
る
と
、

地
中
に
水
が
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
抜
き
栓
は

「
あ
け
る
」
か
「
し
め
る
」
か
ど
ち
ら
か

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
冬
季

間
に
限
ら
ず
水
抜
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
抜
き
の
方
法

①
蛇
口
を
開
け
て
水
を
出
す

②
水
抜
き
栓
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
閉
め

る
③
水
が
止
ま
っ
た
ら
蛇
口
を
閉
め
る

※

水
抜
き
栓
の
交
換
・
修
理
は
給
水
装
置

工
事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
が

　
　
　
　開
設
さ
れ
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
が

　
　
　
　開
設
さ
れ
ま
す

村
有
財
産（
住
宅
）を
売
却
し
ま
す

村
有
財
産（
住
宅
）を
売
却
し
ま
す

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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年
金
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
鷹
巣
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

　https://www.nen

　kin.go.jp/n_net/

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
☎（
62
）１
４
９
０

会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
国
民
年

金
の
届
出
が
必
要
で
す
！

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

　
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
で

き
る
書
類
）

・
離
職
票
等
（
離
職
日
を
確
認
で
き
る
書

類
）

■
保
険
料
額

　
国
民
年
金
保
険
料（
定
額
）は
、

　
月
額
１
７
，５
１
０
円（
令
和
７
年
度
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
ク
マ

に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
人
身

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
集
落
で
の
事
故
対
策

・
生
ご
み
や
廃
棄
作
物
、
米
ぬ
か
、
家
畜

飼
料
な
ど
、
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
屋

外
に
放
置
し
な
い

・
ク
マ
が
食
べ
る
も
の
を
作
付
け
し
て
い

る
農
地
は
電
気
柵
で
囲
い
、
ク
マ
に
食

べ
さ
せ
な
い
・
集
落
に
通
わ
せ
な
い

・
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
の
農
作
業
や
散

歩
を
す
る
際
は
、
音
を
立
て
て
ク
マ
と

の
鉢
合
わ
せ
を
避
け
る

・
農
地
や
家
の
周
囲
の
や
ぶ
は
刈
払
い
、

見
通
し
を
よ
く
す
る

・
集
落
周
辺
で
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

は
、
地
域
で
情
報
を
共
有
す
る

■
山
で
の
事
故
対
策

・
入
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域
に
は
入

ら
な
い

・
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
で
行
動
す
る

・
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
村
有
財
産
「
村
営
住
宅
野
中
団
地
２
–

14
号
（
土
地
含
む
）」
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
払
い
を

行
い
ま
す
。

■
売
却
物
件

・
建
物（
木
造
平
屋 

61
・
97
㎡
）平
成
元

年
度
建
築

・
土
地
　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
８

（
３
０
１
・
32
㎡
）

※

現
状
で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。（
屋

根
の
破
損
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
）

■
最
低
売
却
価
格

　
62
万
３
７
３
２
円

■
入
札
参
加
資
格

　
村
に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
村
に
本

支
店
を
有
し
、
村
に
住
所
を
有
す
る
者
が

代
表
を
務
め
て
い
る
事
業
者
、
村
税
等
及

び
公
法
上
の
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
。※

上
小
阿
仁
村
村
有
財
産
公
売

要
領
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
10
月
10
日（
金
）〜
11
月
28
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く
）

■
入
札
予
定
日

　
12
月
１
日（
月
）午
前
10
時

■
入
札
会
場

　
役
場
２
階
大
会
議
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

※

詳
し
く
は
建
設
課
窓
口
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て

い
る
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
12
月
４
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

　
１
階
宿
泊
研
修
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２

　
水
抜
き
栓
（
氷
止
め
）
の
操
作
不
良
に

よ
る
漏
水
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
水
抜
き
栓
は
「
あ
け
る
・
し
め
る
」
で

操
作
し
ま
す
。

　
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
水

抜
き
栓
を
最
後
ま
で
回
し
切
ら
ず
に
中
途

半
端
な
状
態
で
半
開
き
に
し
て
い
る
と
、

地
中
に
水
が
流
れ
続
け
、
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
抜
き
栓
は

「
あ
け
る
」
か
「
し
め
る
」
か
ど
ち
ら
か

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
冬
季

間
に
限
ら
ず
水
抜
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
抜
き
の
方
法

①
蛇
口
を
開
け
て
水
を
出
す

②
水
抜
き
栓
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
閉
め

る
③
水
が
止
ま
っ
た
ら
蛇
口
を
閉
め
る

※

水
抜
き
栓
の
交
換
・
修
理
は
給
水
装
置

工
事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
漏
水
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
が

　
　
　
　開
設
さ
れ
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
が

　
　
　
　開
設
さ
れ
ま
す

村
有
財
産（
住
宅
）を
売
却
し
ま
す

村
有
財
産（
住
宅
）を
売
却
し
ま
す

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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村
で
は
有
機
堆
肥
の
施
用
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
の
組
合
員
で
、
上

小
阿
仁
村
管
内
で
農
産
物
を
栽
培
す
る

農
業
者
の
方
等
。

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
に
、
出
荷
等
し
て

い
る
農
業
者
の
方
等
。

■
対
象
費
用

　
作
物
を
栽
培
す
る
農
地
及
び
育
苗
に
有

機
堆
肥
を
施
用
す
る
た
め
の
必
要
経
費
等
。

堆
肥
代
、
運
搬
料
、
散
布
料
。

■
補
助
額

　
有
機
堆
肥
施
用
費
用（
税
抜
）の
２
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
有
機
堆
肥
は
、
肥
料
取
締

法
に
基
づ
く
届
け
出
が
あ
り
、
農
協
等

の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　推
進
事
業
費
補
助
金

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　推
進
事
業
費
補
助
金

　
雪
お
ろ
し
や
雪
か
き
の
安
全
な
作
業
や

労
力
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
に
対
し
て
、
補
助
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
建
物
　

　
村
内
に
所
在
し
て
い
る
建
物
（
一
般
住

宅
、
車
庫
、
物
置
な
ど
実
際
に
使
用
し
て

い
る
建
物
）

■
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当
す
る

方・
自
己
所
有
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
方

（
家
族
を
含
む
）

・
自
己
所
有
で
は
な
い
建
物
に
居
住
し
て

い
る
場
合
は
、
所
有
者
又
は
居
住
者

（
親
又
は
子
を
含
む
）

■
補
助
対
象

・
は
し
ご
や
安
全
帯
取
付
装
置
等
設
置

・
落
雪
防
止
の
屋
根
改
修
、
金
具
等
設
置

・
屋
根
へ
の
消
雪
、
融
雪
装
置
の
設
置

・
住
宅
敷
地
内
の
消
融
雪
装
置
等
設
置

■
条
件

・
事
業
費
５
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

・
村
内
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

・
申
請
年
度
内
に
完
成
す
る
こ
と

■
補
助
率

　
事
業
費
の
８
割
（
上
限
40
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

雪
お
ろ
し
等
の
安
全
・
負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

雪
お
ろ
し
等
の
安
全
・
負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

　
村
で
は
園
芸
資
材
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
農
作
物
を
出
荷
・
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
に
栽
培
す
る
農
業
者
の
方
等

・
地
域
重
点
作
物

　
ベ
イ
ナ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
食
用
ほ
お

ず
き

・
重
点
作
物

　
え
だ
ま
め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

・
振
興
作
物

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ

・
花
卉
類

・
そ
の
他
野
菜
（
た
だ
し
、
村
内
で
栽
培

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
を
と
お
し
て
市
場
出
荷
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

■
対
象
費
用

　
園
芸
資
材
（
栽
培
に
必
要
な
資
材
）、

種
苗
費
、
出
荷
に
必
要
な
資
材
（
段
ボ
ー

ル
等
）

■
補
助
額

　
資
材
等
購
入
費
用
（
税
抜
）
の
１
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　■

補
助
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
若
し
く

は
農
家
組
織
、
集
落
会
で
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

■
補
助
対
象
事
業

　
補
助
対
象
者
が
村
内
で
鳥
獣
の
出
没
を

防
止
す
る
た
め
に
行
う
果
樹
等
を
伐
採
す

る
事
業
で
次
に
該
当
す
る
も
の
。

・
鳥
獣
を
直
接
誘
引
す
る
果
樹
等
で
根
元

か
ら
伐
採
す
る
も
の

・
伐
採
に
つ
い
て
所
有
者
の
同
意
が
あ
る

も
の

・
そ
の
他
伐
採
を
必
要
と
認
め
る
樹
木

■
補
助
金
額

　自
己
伐
採
し
た
場
合
は
次
の
と
お
り

・
幹
周
り
30
㎝
以
上
か
ら
60
㎝
未
満
ま
で

１
本
あ
た
り
３
１
０
０
円

・
幹
周
り
60
㎝
以
上
か
ら
90
㎝
未
満
ま
で

１
本
あ
た
り
７
８
０
０
円

・
幹
周
り
90
㎝
以
上

１
本
あ
た
り
１
４
７
０
０
円

　業
者
伐
採
の
場
合

・
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
伐
採
し
た
樹

木
１
本
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
伐
採
前

に
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

　
大
館
能
代
空
港
を
利
用

さ
れ
た
方
に
対
し
、
助
成

金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
お
得
に
飛
行
機
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
助
成
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
市
町
村
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
助
成
対
象
外
）

■
対
象
運
賃

　
片
道
運
賃
、
往
復
運
賃
、
小
児
運
賃
、

パ
ッ
ク
料
金

■
助
成
金
額

　
１
席
５
千
円
で
往
復
１
万
円

■
申
請
方
法

　
搭
乗
日
か
ら
40
日
以
内
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

①
搭
乗
券
ま
た
は
搭
乗
証
明
書

②
領
収
書
（
支
払
の
金
額
が
分
か
る
も

の
）
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
18
歳
未
満
の
方
の
場
合
は
、
保
護
者
の

方
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

　
村
で
は
定
期
的
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
村
民
に
対
し
、
定
期
券
の
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
補
助

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
し
、
村
内
か

ら
の
移
動
の
た
め
に
県
内
公
共
交
通
機
関

か
ら
定
期
購
入
費
を
負
担
し
て
お
り
、
村

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　
た
だ
し
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

又
は
こ
れ
に
類
す
る
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
は
補
助
対
象
外
。

■
補
助
金
額

　
補
助
金
の
額
は
定
期
購
入
費
の
２
分
の

１
の
額

■
申
請
方
法

　
購
入
日
か
ら
定
期
有
効
期
限
後
40
日
以

内
に
、
総
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請

書
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

・
定
期
券
の
写
し

・
購
入
費
用
の
領
収
書

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

公
共
交
通
機
関

　定期
購
入
補
助
に
つ
い
て

公
共
交
通
機
関

　定期
購
入
補
助
に
つ
い
て

　
婚
姻
に
伴
う
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
結
婚
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
補
助
金
額
　

　
60
万
円
を
上
限

※

実
際
に
負
担
さ
れ
た
金
額
を
補
助
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
　

　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
住
居
が
村
内
に

あ
る
世
帯
。

■
補
助
対
象

・
村
内
で
の
住
居
の
取
得
費
（
物
件
の
購

入
費
、
賃
借
物
件
の
賃
料
等
）

・
村
内
へ
の
引
越
費
用
（
引
越
業
者
又
は

運
送
業
者
へ
の
支
払
に
係
る
実
費
）

■
必
要
書
類

　
婚
姻
後
の
戸
籍
謄
本
、
夫
婦
の
住
民
票

の
写
し
、
夫
婦
の
所
得
証
明
書
等
※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
村
で
は
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を
全
額

補
助
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら
２
年
間
で
す

が
、
有
効
期
間
終
了
後
に
再
度
登
録
す
る

際
に
も
全
額
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
　

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
独
身
者

・
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
納
付
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

■
助
成
ま
で
の
流
れ
　

　
登
録
者
本
人
が
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
み
、
同
時
に
同
意

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
入
会
登
録
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

■
入
会
方
法
　

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

入
会
の
予
約
を
し
、
大
館
市
の
北
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６（
57
）８
６
１
１

■
開
設
時
間
　

・
平
　
日
　
10
時
〜
19
時

（
火
・
水
曜
日
定
休
）

・
土
日
祝
　
９
時
〜
18
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
1

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す
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村
で
は
有
機
堆
肥
の
施
用
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
の
組
合
員
で
、
上

小
阿
仁
村
管
内
で
農
産
物
を
栽
培
す
る

農
業
者
の
方
等
。

・
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
に
、
出
荷
等
し
て

い
る
農
業
者
の
方
等
。

■
対
象
費
用

　
作
物
を
栽
培
す
る
農
地
及
び
育
苗
に
有

機
堆
肥
を
施
用
す
る
た
め
の
必
要
経
費
等
。

堆
肥
代
、
運
搬
料
、
散
布
料
。

■
補
助
額

　
有
機
堆
肥
施
用
費
用（
税
抜
）の
２
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
有
機
堆
肥
は
、
肥
料
取
締

法
に
基
づ
く
届
け
出
が
あ
り
、
農
協
等

の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　推
進
事
業
費
補
助
金

地
力
増
強
土
づ
く
り

　
　推
進
事
業
費
補
助
金

　
雪
お
ろ
し
や
雪
か
き
の
安
全
な
作
業
や

労
力
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
に
対
し
て
、
補
助
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
建
物
　

　
村
内
に
所
在
し
て
い
る
建
物
（
一
般
住

宅
、
車
庫
、
物
置
な
ど
実
際
に
使
用
し
て

い
る
建
物
）

■
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当
す
る

方・
自
己
所
有
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
方

（
家
族
を
含
む
）

・
自
己
所
有
で
は
な
い
建
物
に
居
住
し
て

い
る
場
合
は
、
所
有
者
又
は
居
住
者

（
親
又
は
子
を
含
む
）

■
補
助
対
象

・
は
し
ご
や
安
全
帯
取
付
装
置
等
設
置

・
落
雪
防
止
の
屋
根
改
修
、
金
具
等
設
置

・
屋
根
へ
の
消
雪
、
融
雪
装
置
の
設
置

・
住
宅
敷
地
内
の
消
融
雪
装
置
等
設
置

■
条
件

・
事
業
費
５
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

・
村
内
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

・
申
請
年
度
内
に
完
成
す
る
こ
と

■
補
助
率

　
事
業
費
の
８
割
（
上
限
40
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　
☎（
77
）２
２
２
４

雪
お
ろ
し
等
の
安
全
・
負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

雪
お
ろ
し
等
の
安
全
・
負
担

軽
減
対
策
に
対
す
る
補
助
金

　
村
で
は
園
芸
資
材
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
農
作
物
を
出
荷
・
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
に
栽
培
す
る
農
業
者
の
方
等

・
地
域
重
点
作
物

　
ベ
イ
ナ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
食
用
ほ
お

ず
き

・
重
点
作
物

　
え
だ
ま
め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

・
振
興
作
物

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ

・
花
卉
類

・
そ
の
他
野
菜
（
た
だ
し
、
村
内
で
栽
培

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
を
と
お
し
て
市
場
出
荷
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

■
対
象
費
用

　
園
芸
資
材
（
栽
培
に
必
要
な
資
材
）、

種
苗
費
、
出
荷
に
必
要
な
資
材
（
段
ボ
ー

ル
等
）

■
補
助
額

　
資
材
等
購
入
費
用
（
税
抜
）
の
１
／
３

以
内

※

補
助
金
は
Ｊ
Ａ
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
農
務
班
　
☎（
77
）２
２
２
３

　
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
　
園
芸
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６（
62
）０
０
２
２

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　

園
芸
資
材
購
入
補
助
事
業
　■

補
助
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
若
し
く

は
農
家
組
織
、
集
落
会
で
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

■
補
助
対
象
事
業

　
補
助
対
象
者
が
村
内
で
鳥
獣
の
出
没
を

防
止
す
る
た
め
に
行
う
果
樹
等
を
伐
採
す

る
事
業
で
次
に
該
当
す
る
も
の
。

・
鳥
獣
を
直
接
誘
引
す
る
果
樹
等
で
根
元

か
ら
伐
採
す
る
も
の

・
伐
採
に
つ
い
て
所
有
者
の
同
意
が
あ
る

も
の

・
そ
の
他
伐
採
を
必
要
と
認
め
る
樹
木

■
補
助
金
額

　自
己
伐
採
し
た
場
合
は
次
の
と
お
り

・
幹
周
り
30
㎝
以
上
か
ら
60
㎝
未
満
ま
で

１
本
あ
た
り
３
１
０
０
円

・
幹
周
り
60
㎝
以
上
か
ら
90
㎝
未
満
ま
で

１
本
あ
た
り
７
８
０
０
円

・
幹
周
り
90
㎝
以
上

１
本
あ
た
り
１
４
７
０
０
円

　業
者
伐
採
の
場
合

・
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
伐
採
し
た
樹

木
１
本
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
伐
採
前

に
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
　
林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
３

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

鳥
獣
を
誘
引
す
る
果
樹
等
の

伐
採
に
補
助
し
ま
す

　
大
館
能
代
空
港
を
利
用

さ
れ
た
方
に
対
し
、
助
成

金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
お
得
に
飛
行
機
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
助
成
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
市
町
村
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
助
成
対
象
外
）

■
対
象
運
賃

　
片
道
運
賃
、
往
復
運
賃
、
小
児
運
賃
、

パ
ッ
ク
料
金

■
助
成
金
額

　
１
席
５
千
円
で
往
復
１
万
円

■
申
請
方
法

　
搭
乗
日
か
ら
40
日
以
内
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

①
搭
乗
券
ま
た
は
搭
乗
証
明
書

②
領
収
書
（
支
払
の
金
額
が
分
か
る
も

の
）
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

18
歳
未
満
の
方
の
場
合
は
、
保
護
者
の

方
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

　
村
で
は
定
期
的
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
村
民
に
対
し
、
定
期
券
の
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
補
助

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
し
、
村
内
か

ら
の
移
動
の
た
め
に
県
内
公
共
交
通
機
関

か
ら
定
期
購
入
費
を
負
担
し
て
お
り
、
村

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　
た
だ
し
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

又
は
こ
れ
に
類
す
る
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
は
補
助
対
象
外
。

■
補
助
金
額

　
補
助
金
の
額
は
定
期
購
入
費
の
２
分
の

１
の
額

■
申
請
方
法

　
購
入
日
か
ら
定
期
有
効
期
限
後
40
日
以

内
に
、
総
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請

書
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

・
定
期
券
の
写
し

・
購
入
費
用
の
領
収
書

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

公
共
交
通
機
関

　定期
購
入
補
助
に
つ
い
て

公
共
交
通
機
関

　定期
購
入
補
助
に
つ
い
て

　
婚
姻
に
伴
う
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
結
婚
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
補
助
金
額
　

　
60
万
円
を
上
限

※

実
際
に
負
担
さ
れ
た
金
額
を
補
助
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
　

　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
住
居
が
村
内
に

あ
る
世
帯
。

■
補
助
対
象

・
村
内
で
の
住
居
の
取
得
費
（
物
件
の
購

入
費
、
賃
借
物
件
の
賃
料
等
）

・
村
内
へ
の
引
越
費
用
（
引
越
業
者
又
は

運
送
業
者
へ
の
支
払
に
係
る
実
費
）

■
必
要
書
類

　
婚
姻
後
の
戸
籍
謄
本
、
夫
婦
の
住
民
票

の
写
し
、
夫
婦
の
所
得
証
明
書
等

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
１

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
村
で
は
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を
全
額

補
助
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら
２
年
間
で
す

が
、
有
効
期
間
終
了
後
に
再
度
登
録
す
る

際
に
も
全
額
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
　

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
独
身
者

・
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
納
付
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

■
助
成
ま
で
の
流
れ
　

　
登
録
者
本
人
が
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
み
、
同
時
に
同
意

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
入
会
登
録
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

■
入
会
方
法
　

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

入
会
の
予
約
を
し
、
大
館
市
の
北
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６（
57
）８
６
１
１

■
開
設
時
間
　

・
平
　
日
　
10
時
〜
19
時

（
火
・
水
曜
日
定
休
）

・
土
日
祝
　
９
時
〜
18
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班
　
☎（
77
）２
２
２
1

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会

登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す
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■
発
熱
・
か
ぜ
症
状
の
あ
る
方
へ

　
事
前
に
診
療
所
へ
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
来
院
さ
れ
た
方
は
診
療
所

内
に
入
ら
ず
、
お
車
で
待
機
の
う
え
、
電

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
診
療
所
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型

コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
診
療

所
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
診
療
所
歯
科
を
受
診
す
る
方
へ

　
歯
科
医
師
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
10
月
か
ら
小
松
正
太
朗
先
生
に
変
わ
り
、

伊
神
英
治
先
生
が
歯
科
診
療
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　
久
保
田
耕
世
先
生
、
田
村
好
拡
先
生
、

山
崎
峻
也
先
生
は
、
引
き
続
き
歯
科
診
療

い
た
し
ま
す
。

　
歯
科
診
療
日
は
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日

で
す
。

　
む
し
歯
の
予
防
か
ら
治
療
、
義
歯
の
調

整
か
ら
作
成
な
ど
、
歯
に
関
す
る
治
療
全

般
を
診
察
し
ま
す
。

　
診
療
所
受
付
で
予
約
で
き
ま
す
の
で
、

窓
口
又
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
国
保
診
療
所

　
　
　
　
☎（
77
）２
０
４
２

　
大
館
税
務
署
で
は
、
給
与
支
払
者
向
け

の
「
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
等

（
年
末
調
整
時
）
に
関
す
る
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
25
日（
火
）

　
①
午
前
10
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

■
場
所

　
大
館
市
立
中
央
公
民
館
（
視
聴
覚
ホ
ー

ル
）

■
定
員

　
各
１
０
０
名

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
駐
車
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限

　
11
月
17
日（
月
）

　●
問
い
合
わ
せ
先

　
大
館
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　
　
　
　
☎（
42
）０
６
７
１

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
等

（
年
末
調
整
時
）に
関
す
る
説
明
会

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
等

（
年
末
調
整
時
）に
関
す
る
説
明
会

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
で
は
、
求
職

者
を
対
象
と
す
る
令
和
８
年
１
月
期
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
科（
定
員
）

①
電
気
設
備
技
術
科
（
13
名
）

②
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）
　

■
訓
練
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

■
募
集
期
限

　
11
月
25
日（
火
）ま
で

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
応
募
資
格

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
さ
れ
た

方
で
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
て

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

※

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
就

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）

　
訓
練
課
　
受
講
生
支
援
室

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８

　
「
県
民
向
け
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
、

気
軽
に
手
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
12
月
10
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所

■
対
象

　
手
話
初
心
者
の
方
・
手
話
に
興
味
が
あ

る
方
（
先
着
15
名
）

■
申
込
期
限

　
12
月
９
日（
火
）ま
で
　※

参
加
費
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
保
健
所
　
　
☎（
62
）１
１
６
５

　
心
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
が
対
応
し

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
付

し
て
お
り
ま
す
。

■
相
談
日
時

　
11
月
20
日（
木
）午
後
３
時
〜
４
時

　（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
北
秋
田
保
健
所
　
２
階

※

前
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
保
健
所
　
　
☎（
62
）１
１
６
５

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 か
ら
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　 か
ら
の
お
知
ら
せ

手
話
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

手
話
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

精
神
保
健
相
談
日

精
神
保
健
相
談
日

　
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
は
、
日
本
遺
族
会
が
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
り
、

恒
久
平
和
な
社
会
の
構
築
を
希
求
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
終

了
と
な
り
、
最
後
の
実
施
と
な
る
こ
と
か

ら
是
非
こ
の
機
会
に
ご
参
加
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費

　
10
万
円

■
実
施
地
域

　
ミ
ャ
ン
マ
ー

※

相
手
国
事
情
に
よ
り
、
実
施
時
期
の
変

更
や
取
り
止
め
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集

　
放
送
大
学
は
２
０
２
６
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
８
万

２
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す

る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
単
位
の
授
業
料
は
６
千
円
（
入
学
金

は
別
）
で
す
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分

だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
出
願
期
間
は
第
１
回
が
２
０
２
６
年
２

月
27
日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
16
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
０
１
８（
８
３
１
）１
９
９
７

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　犯罪や交通事故の被害に遭われた方やそのご家族・ご遺族（犯罪被害者等）が被害から回復し、
再び地域で平穏に暮らすためには、地域の皆様の理解と配慮、協力が必要となります。  
　秋田県警察では、県民の皆様が犯罪被害者支援への理解を深めていただけるよう、関係機関と
協力してさまざまな広報啓発活動を行っています。
　誰もが突然、被害者になる可能性があります。犯罪被害者等の思いに触れ、考えてみませんか。

　秋田県内の犯罪被害者やご遺族が、思いを綴った「犯罪被害
者等の手記」を第５集まで掲載しています。右記QRコードから
ご覧ください。

11月25日から12月１日は『犯罪被害者週間』です

担当：北秋田警察署 警務課　☎０１８６－６２－１２４５

「犯罪被害者等の手記」を読んでみませんか

「＃８１０３」をご存じですか？
性犯罪の被害に遭われた方の専用相談電話です。　
【性犯罪被害相談電話】
＃８１０３ または ☎０１２０－０２８－１１０

へおかけください。

～相談窓口のご案内～


